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主催者メッセージ



「Diversity, Equity & Inclusion（DE&I）」を初めて体感できたのは、2019年に初めて出
場したマルディグラ・パレードでした。 
そのときに見た景色と「日本にも同じ社会が必ずやってくる。それをみんなに伝えた
い！」と込み上げてくる感情は、今でも鮮明に覚えています。 

そして4年後の本年、その思いを総勢100名近くの皆様と共に、日本代表フロートとして
形にすることができました。 

 
マルディグラ・パレードでは、何十万人もの観衆の中、皆様一人ひとりが「自分らしさ」
を全開にして輝いていた姿がとても眩しかったです。 
パレード終了後、皆様が口を揃えて「こんな体験は初めてだった。人生観が変わっ
た！」と話していたことも印象的でした。 

 
また、同性カップルが当たり前に街で過ごす姿や、街全体が一体となり他者をリスペク
トする空気感の中では、私自身も自分がマイノリティであることを忘れてしまうほど、
街が温かく心地良かったことを覚えています。 

 
ツアーを終えて、多くの方から考え方が変わったとお答えいただき、反省点はあるもの
の一様に高い評価をいただきました。特に、何気ない会話の中にあるアンコンシャス・
バイアスなどに気付くようになり、「今の表現は、自分が当事者だったらどう感じるだ
ろう？」と考えるようになるなど、大きな変化が起きているようです。 

 
やはり、体験・体感こそ最高の学びです。 
シドニーで過ごした時間や経験が、参加者一人ひとりの中で発酵し、少しずつ周囲に 
伝播していくことで、今後日本社会にどのように昇華されていくのかが楽しみです。 

 
私たちは、この機会創出を継続してまいります。「触れて、感じて、一歩前に」を合言
葉に、新たな出会いや感動が生まれることを期待しています。 

 
最後に、本ツアーにご参加いただいた皆様、特別パートナーとしてご尽力いただいた
「大家族フォーサイス家」、Gender Free Japanese、すべての関係各位に 

心より御礼申し上げます。 

 
NPO法人 カラフルチェンジラボ 

代表理事　三浦 暢久



Sydney Gay & Lesbian Mardi Gras



初めての開催は1978年7月。当時は今よりも同性愛への偏見が強い時代で、同性愛は犯罪扱い。 

こうした偏見に対する抗議や政治的な意味合いなどを込めて、数百人のシドニー在住のゲイやレズビアン、
アライたちがデモ行進を実施。 
小さな音響設備を載せたトラックを先頭にオックスフォード・ストリートをハイドパークまで練り歩いた
のが始まり。 

ところが、この時は警察がトラックの運転手を逮捕。抗議する人々と警察当局との揉み合いになり、50人
以上が逮捕される騒動に。（逮捕者は新聞に氏名が公表され、社会的地位も失った） 

  
しかしこれが契機となり、マルディグラは翌年も声を上げるために開催され、初回を大きく上回る3000人
が参加。 

観衆の数は回を重ねるごとに増え続け、90年代半ばには50万人以上が集まる大きなイベントに成長。 

今では約200グループ・1万人がフロートやパフォーマンスとともにパレードを行い、国内外の企業や行政
機関なども多数出場する。 

（2016年には、NSW州や警察、新聞社が1978年の事件に対して公式に謝罪を行った） 

  
一夜限りのパレードのために、世界中から何十万人もの観光客が集まり、オーストラリアの主要観光イベ
ントの一つとして社会的地位を確立。

世界各地のPRIDEイベント主催者が加盟する団体「InterPRIDE」がライセンスを持ち、開催都市のPRIDEイ
ベント主催者と共催。 

WorldPrideは、LGBTQ+を取り巻く問題の可視化と認識を国際レベルで促進することを目的とし、パレー
ド・マーチ、フェスティバル、人権会議などのイベントが含まれる。 

開催都市はInterPRIDEの年次総会で決定され、WorldPrideの開催は、その年の世界最大のプライドイベン
トとなる傾向がある。 

2023年のWorldPrideをMardi Grasが勝ち取り、南半球およびアジア太平洋地域で初となるWorldPrideと
なった。 

  
会期：2023年2月17日(木)～3月5日(日) 

会場：シドニー市内各所 

イベントテーマ："GATHER, DREAM, AMPLIFY"



特別寄稿



僕は今も自分のセクシュアリティについては限られた人にしか伝えていません。 
「ほんとうの自分は社会に受け容れられない存在だから、この社会で生きていくには自分の本当の気持ちを
隠して振るまっていかなければならない」ということを無意識のうちに身に付けたのだと思います。 

匿名性の高いSNSを始めたことで、同じセクシュアリティで吹奏楽好きの人たちと繋がり、ようやく気兼ね
なくなんでも話せる仲間に出逢えました。 
その後、その仲間たちがセクシュアルマイノリティの吹奏楽団を立ち上げ、僕もその楽団に入り演奏活動を
するようになりました。 
演奏活動を通じて、この日本の社会にも、かなりの仲間が存在することを実感するようになったのです。 

◇ 

2019年、シドニー・ゲイ＆レズビアン合唱団（SGLC）が来日して、東京・福岡で公演をすることになりま
した。 
そのとき、福岡で開かれるクローズドコンサートに、地元のセクシュアルマイノリティの楽団ということ
で、交流の機会をいただきました。 
声を掛けてくださったのが、今回もお世話になったタイチさんでした。 

海外のLGBTQ+音楽団体と交流するなんて初めてのことで戸惑いましたが、こんな機会はもうないと思い、
団員に説明をし、演奏曲の練習を重ねました。 
演奏会当日、彼らの素晴らしい合唱に続き、僕たちも日本の歌として「さくらさくら」を緊張しながら演奏
しました。すると、彼らはなんと日本語で、しかも美しいハーモニーで応えてくれたのです！ 
その後の「恋するフォーチュンクッキー」も団員と一緒に多くの方が踊ってくれ、音楽をなかだちとして、
文字通り、言葉の壁を超えて繋がることができた瞬間でした。 

これをキッカケに、今度は僕がシドニーに行ってみたいと思うようになりました。彼らの暮らす国は一体ど
んな国なのか。日本よりもありのままで暮らしやすい社会とはきいてはいるけど、本当に実感する瞬間があ
るのだろうか。 

翌年、SGLCのご好意で、僕たちもSGLCの一員としてマルディグラパレードに参加させてもらえるというこ
とをきき、マルディグラがどんなものかもよく分からないままに、楽団から僕を含めて３人でツアーに申し
込むことにしました。



このときツアーに参加したことで、マルディグラがどれだけすごいものか知ることができました。この体験
がなかったら今回の「コロナ明け」すぐの参加は決断できなかったかもしれません。 

 
マルディグラ参加は一度だけでも十分インパクトのある体験でしたが、今回はさらに前回と違う出逢いがあ
り…GFJの皆さんと一緒にマルディグラに参加できたことで、たくさんの気付きがあったり、視野を広げる
ことができました。 

◇ 
 
日本でもここ数年で定着してきた「LGBTQ+」ということばですが、その中身まできちんと理解されている
かといえば、まだまだのように思います。 

僕のセクシュアリティは「G」で、団員に「L」の子がいたり、その繋がりで「T」の人と知り合いになるな
どして、ようやく自分のセクシュアリティ以外の人のことも多少はイメージしたり考えたりすることができ
るようになりました。 

しかし、考えることができるようになったとはいえ、人は十人十色。それぞれのセクシュアリティの人が自
分の知り合いにいたとしても、それが全てではありません。性はグラデーションとも言われるし、自分の置
かれた立場、境遇と異なる人のことを想像するのは容易なことではないと思います。 

 
だからなおのこと、日本に住む多くのストレートの人たちは、実は身近に「LGBTQ+」の人たちがいるかも
しれないときいても、自分の周りには「存在しない」と思い込みがあると、なかなかイメージ・意識するこ
とが難しいだろうなと思います。 

 
LGBTQ+のみならず、障がい者や外国人など様々なマイノリティの人々を取り巻く問題について、少しでも
自分にも関係することかもしれないと意識して考えていくような風土・環境を、社会全体で整えていく必要
があると僕は考えます。 

そのためには、子どもの頃からの「教育」も重要ですし、今いる大人たちに対する働きかけも諦めずに続け
ていかなければならないと思います。



一つの道標として、差別の厳しい時代を経て今があるオーストラリアなどの諸先輩方の国々の事例があるの
でないでしょうか？ 
そのまま真似することはできなくても、日本のマイノリティをとりまく現状を、よりよくしていくためのヒ
ントがあるのではないか。 
それが何かを皆んなで考えていく先に、「多様性に寛容な社会は、実は誰にとっても暮らしやすい社会かも
しれない」という未来への希望のようなものを、たくさんの人と共感できる機会があればいいなぁ、、、 
そう思う時、マルディグラこそ、それを叶える契機になりうるのでは！と考えます。 

 
1度目の参加では、「オーストラリアだからできたことで、日本ではここまで社会を巻き込むことは到底無
理だろう」という気持ちがありました。 
多くの人が多様性を認める社会はあくまで別世界のことであって、今の自分の住む世界とは決して交わるこ
とのない並行世界のイメージでした。 

ところが、2度目となる今回のマルディグラでは、オーストラリアにも志を持って頑張っている仲間がいる
ことを知り、「自分の住んでいる世界も皆んなで変えていこうとすれば、この世界へと繋げていくことがで
きるのかもしれない」という一条の光、希望を感じることができました。 

GFJの皆さんと合流して日が暮れるまで踊りの練習をしたり、食事や談笑をしたり、パレード本番で車椅子
を押しながら踊ったり、沿道から温かい声援をいただいたり、終了後に互いをねぎらいあったりする中で、
本当に自然と、気兼ねなく素直な気持ちで楽しんでいる自分に気付いたのです。 

この感覚は、同じセクシュアリティの吹奏楽仲間ができたときに感じた安心感に似たものでしたが、あの時
は変わりようのない世界の中にも同じ仲間がいて、そこでは楽に息ができるなぁと安堵を覚えたというレベ
ルでした。 

それに対して、今回は多様な背景をもった人々がお互いの違いを認め合い、その中で共通に守るべきルール
をつくり、より生きやすい社会になるように努力している世界が実際にあり、「どこでも息を潜めることな
く、こんなに楽に呼吸をして生きていいんだ」と気付き、しみじみと感じることができました。 

福岡に戻り、また元の世界で暮らしていますが、帰国と同時にレインボーグッズを外して、「普通」の人の
フリをしている自分に気付きます。 
パートナーにも他の団員へも体験したことを言葉を尽くしたところで、うまく伝えることができていませ
ん。まだまだそんな情けない僕です（苦笑） 

GFJの皆さんをはじめ、今回同じく日本から参加された方々と一緒にマルディグラに出られたことに本当に
感謝の気持ちでいっぱいです。 
ありがとうございました。

ツアー参加者 Ｈさん



特別インタビュー #1
特別パートナーからメッセージ



大家族で初めて参加したマルディグラが終わり 
あの夢のような体験を思い出す 

シドニーの街全体はカラフルに装飾され、パレード当日には世界中から集まった人々が 
色鮮やかな衣装や仮装で踊り、歌い、自分を表現していました。 
ひときわ目立ちたがりな私たち家族でも、その光景に圧倒されました。 

しかし、パレードが始まれば、カラフルな浴衣を身に纏った100人近い 

日本代表フロートの一員として、数十万人の大歓声に応えるように 
胸たからかにマーチすることができました。 

この経験は、二つの祖国である日豪の架け橋となることを目的に 

これまでYouTubeを通じて発信してきた私たちにとって、忘れられない思い出です。 

来年も、この素晴らしい経験を多くの方と共有できることを楽しみにしています！ 

  
大家族フォーサイス家



Gender Free Japanese代表メンバー コーキ



色んな人にマルディグラを見てほしい！ 

パレードに出ている人全員が輝いていた景色を見て衝撃を受けた日から、性別を隠し
て生きていた自分の価値観がガラリと変わったきっかけのマルディグラ。 

僕と同じように、きっとマルディグラから受け取る衝撃とエネルギーは、多くの日本
人に良い影響を与えると思いながら、シドニーで活動しています。 

同じ想いを持つ仲間として、カラフルチェンジラボさんと協力し合い、今回、合計100

人もの日本人グループとして「同性婚を認めてほしい」というメッセージを、晴れ舞
台から日本・世界に贈ることができました。 

シドニーに来るのに勇気がいった人も、LGBTってなんだろうと思ってくれた人も、 

いろんな人がいました。 

そんな100名全員で歩き盛り上げたマルディグラ、誰もが笑顔でした。 

様々なバックグラウンドを持った皆がそれぞれに感じたものを日本に持ち帰って、 
話してくれることが、これからの日本を少しずつ良くしていくエネルギーになると
思っています。

だって誰もが何かしらの少数派になるんだから。 

色んな個性をリスペクトし合って生きているオーストラリアは、みんななんだか幸せ
そうなんです。 

そんな景色を共有できる仲間を見つけられたこと、感動を語ることができたことは 
とてつもなく幸せで、最高の時間でした。 

これからも、誰もが主役になれるあのパレードで最高の景色を共有できる仲間を 
探していきたいです！



Gender Free Japanese代表メンバー アヤ



人生における生涯の思い出になりました。 

私はLGBTQIA+で言えば当事者にはあたりませんが、当事者・非当事者関係なく 

誰もが主役になれる場所がマルディグラです。 

誰もが何かしらのマイノリティ性を持っていると思いますが、そんなありのままの 
自分でいいんだ、と感じさせられました。 

マルディグラは、何かで悩んでいる人、自分に自信がない人、 

楽しいことが好きな人など、誰もが最高の経験を味わえる場所です。  

難しいことなんて考えずに、"みんな違ってみんな良い！" 

「この人変わってるな」と思う人を否定するのではなく、「こんな人もいるんだ、 
おもしろい！」と思えた方が人生がもっと楽しくなると思います。 

全員が全員同じ服を着て、同じ髪型で、同じ考え方ばかりの社会よりも、自分とは 
違う考え方や見た目、個性があり、それが受け入れられる社会の方が、 
人生がおもしろく豊かになれる気がしませんか？ 

一人ひとりの個性を尊重できる世の中になっていけたら、誰も苦しまずに生きていけ
ると思います。

マルディグラでは、この想いが確信に変わります。 

だからこそ、声を大にして言います。まだマルディグラの世界を味わったことがない
方は、ぜひマルディグラに参加してみてください。最高の景色が見られます。 

言葉や文章では伝えられない、他では経験できない感動を体感することになり、 
参加前と参加後では、人生観がガラッと変わるはずです。 

これからも、一人でも多くの方にマルディグラで得られる感動を日本に 
持ち帰っていただき、よりよい日本社会を作る原動力にしていただきたいです。



ツアー結果報告
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次回シドニーツアー開催決定！

来年もシドニーで会いましょう！



詳細はDA HPをチェック ▶︎  https://cclabo.org/da/

DIVERSITY ACADEMIA ご案内
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